
                                  

                                  

                                  

                                  



                                  

                 

                                  

                                  

 

十日町病院災害医療派遣チームＤＭＡＴと消防本部の合同訓練 
                 （十日町市総合防災訓練）

県
立
十
日
町
病
院
と
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
で 

救
急
業
務
に
関
す
る
協
定
に
調
印 

 

平
成
20
年
10
月
27
日
、
十
日
町
地
域
広

域
事
務
組
合
と
県
立
十
日
町
病
院
と
の
間

で
、
救
急
現
場
に
お
け
る
救
急
業
務
に
関
す

る
協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
協
定
は
救
急
現
場
に
お
い
て
、
医
師

に
よ
る
医
療
処
置
が
必
要
な
と
き
に
、
十
日

町
病
院
の
医
師
な
ど
の
派
遣
を
要
請
す
る

も
の
で
、
複
雑
多
様
化
す
る
災
害
な
ど
に
消

防
と
医
療
が
連
携
し
、
救
命
率
の
向
上
を
目

的
と
す
る
も
の
で
す
。 

 

例
え
ば
、
災
害
現
場
な
ど
で
「
ク
ラ
ッ
シ

ュ
症
候
群
」
が
疑
わ
れ
た
場
合
や
、
傷
病
者

の
状
態
に
よ
っ
て
、
搬
送
す
る
か
否
か
の
判

断
が
困
難
な
場
合
、
ま
た
、
現
場
の
指
揮
者

が
医
師
な
ど
に
よ
る
処
置
を
必
要
と
し
た

場
合
に
派
遣
を
要
請
し
ま
す
。
要
請
を
受
諾

し
た
十
日
町
病
院
は
、
災
害
現
場
に
医
師
な

ど
を
向
か
わ
せ
、
早
期
に
高
度
な
救
命
処
置

を
行
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
な

る
救
命
率
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

           災害現場で救命措置等に対

応できる機動性を備え、専門的な訓練を受けた医療チーム

（医師、看護師、業務調整員）のことで、大規模災害発生時に

おいて、迅速に被災地に入り、災害現場における医療活動

（がれきの下の医療、被災地の病院支援等）を行います。 

ＤＭＡＴ（ディーマット）とは 

          交通事故や地震災害などで「身

体の一部が長時間挟まれるなどして、圧迫され、その解放後

に起こる様々な症候」で、救出後に急性腎不全や心不全を起

こす全身障害をいいます。阪神大震災の際に注目されたも

ので、救出から治療を始めるまでの時間が、患者の明暗を

大きく左右するとされています。  

クラッシュ症候群とは 

現場に到着した指揮者が医師
などによる医療が必要と判断 

① 

現場から医師などの要請 

② 

消防本部から十日町病院に、 
災害現場へ医師などの派遣要請

③ 

≪ ひとつの例 ≫ 

命
に
か
か
わ
る 

お
願
い
で
す 

生
命
の
危
険
が
あ
る
傷
病
者
が 

救
急
車
を
待
っ
て
い
ま
す
。 

 

救
急
車
の
出
動
件
数
は
年
々
増
え
て
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
で
は
緊
急
性
が
あ
り
、
本
当

に
救
急
車
を
必
要
と
し
て
い
る
人
へ
の
適
切

な
救
命
処
置
が
遅
れ
、
救
え
る
命
が
救
え
な

く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。 

 

限
り
あ
る
救
急
車
が
、
緊
急
の
傷
病
者
の

た
め
に
出
動
で
き
る
よ
う
「１
１
９
番
」通
報

す
る
前
に
、
救
急
車
を
必
要
と
す
る
ほ
ど
の

緊
急
の
事
態
か
ど
う
か
考
え
て
み
て
く
だ
さ

い
。 次

の
よ
う
な
救
急
車
の
利
用
は 

ご
遠
慮
く
だ
さ
い 

救
急
車
の
正
し
い
利
用
に
つ
い

て
も
う
一
度
考
え
て
く
だ
さ
い 

２ 

◆
緊
急
性
の
な
い
状
態
で
呼
ん
で
い
ま
せ

ん
か
？ 

◆
救
急
車
で
行
け
ば
、
早
く
診
て
も
ら
え

る
と
思
い
、
利
用
し
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

◆
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
代
わ
り
に
、
利
用
し

て
い
ま
せ
ん
か
？ 

消防車両で医師など
を現場に搬送 

④ 
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瑞宝双光章 受章
（危険業務従事者叙勲） 
元川西町消防団長 

瑞宝単光章 受章
（危険業務従事者叙勲） 
元津南町消防団長 

                                  

                                  

                                  

                   
  

             

 大口英雄さんは昭和 35年、津
南町消防団員を拝命。以来 47年
間、消防団活動に従事、団長職を

4年間歴任し、平成 19年に退団。
永年にわたり消防団業務に従事

した功労で叙勲に輝きました。 
 「47年間を今振り返ると、様々
な出来事がありました。団員にな

ったばかりの頃、近所で火災があ

り、そのときの恐ろしさは、いま

だに忘れられません。また、3日
間に及ぶ捜索や、一晩中、夜を徹

しての捜索活動もありました。仕

事は専業農家で、いざというとき

には仕事を投げ出し、出動したの

で、家族にはかなり迷惑をかけた

と思っています」さらに「今回私

が受章できたのも、大勢の団員や

家族の支えがあったからこそと

思っています。これからは一町民

として消防団を応援していきた

い」と話していました。 
大口さんは、夏は農業、冬は町

の除雪作業にと、まだまだ現役！

今後ますますの活躍を

お祈りいたします。おめ

でとうございました。

 清水善三さんは昭和 29年、千
手町消防団（昭和 31年に川西町
消防団に名称変更）の消防団員を

拝命。以来 48年間、消防団活動
に従事、団長職を 10年間歴任し、
平成 15年に退団。48年の永きに
わたり消防団業務に携わった功

績で、この秋の叙勲を受章されま

した。 
 「あっという間の 48年間でし
た。先輩や同僚、地域の皆様、そ

して家族の協力があったからこ

その受章だと思い、感謝の念に耐

えません」また「すべての災害に

それぞれの想い出はありますが、

団長職の時に、消防団の活性化事

業の一環で、服装の整備を終える

ことができたのも、忘れることは

できません。これからは社会環境

の変化で消防団活動も様々な困

難が予想されますが、団員の皆様

には、自分の住むふるさとを、協

力し合い、いつまでも大切に守っ

て欲しいですね。」と喜びを語っ

ていました。 
清水さん、この度は誠におめで

とうございました。  

大 口 英 雄 さん 清 水 善 三 さん
（ 津南町米原 ） （ 十日町市高原田 ） 

 

あ
わ
た
だ
し
い
師
走
を
迎
え
て
い
ま
す
。

燃
料
の
高
騰
で
始
ま
り
、
世
界
同
時
の
経
済

金
融
危
機
の
影
響
で
、
様
々
な
面
で
不
況
感

を
感
ず
る
２
０
０
８
年
で
し
た
。
皆
さ
ん
に

と
っ
て
、
ど
ん
な
一
年
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
？ 

 

最
近
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
い
つ
も
思
い

ま
す
。「
あ
れ
ぇ
、
正
月
て
ば
、
こ
の
間
終
わ

っ
た
ば
っ
か
で
ね
っ
け
か
：
：
？
」
と
。 

 

過
ぎ
去
る
時
間
は
同
じ
な
の
に
、
何
が
こ

ん
な
思
い
に
さ
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
い
ろ

ん
な
面
で
閉
塞
感
を
感
じ
た
一
年
で
し
た

が
、
来
年
こ
そ
は
明
る
く
、
穏
や
か
な
年
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。 

そ
れ
で
は
皆
様
、
良
い 

お
年
を
お
迎
え
下
さ
い
。 

―平成 20年― 
◇災害出動件数◇ 

Ｈ20.1.1～12.10まで 
火 災   ３０件  （３９） 
焼死者    １人   （１） 
救 急 ２,３１９件 （２,３３４） 
救 助   ４０件  （４９） 
      ※（ ）は前年数 
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